
 

 

主な取組の進捗状況・いわて復興インデックス（平成 29 年９月 30 日現在）の概要 

 

 H29.11.7 岩手県復興局復興推進課  

 

１ まちづくり（面整備）事業の実施状況（「安全」）（主な取組・p14） 
平成 29年９月 30日現在のまちづくり（面整備）事業において、予定している 158地区のうち、156

地区（約 99％）が着工、114 地区（約 72％）が完成しており、区画ベースでは、予定している 7,476
区画全てで工事が着工しており、そのうち 4,887区画（約 65％）が完成している（なお、未着手の２地区

は、集落道整備等を実施するものであり、宅地造成は行わない）。 

→ 平成 29年度第２四半期において、新たに計３地区（大槌町安渡１（防集）、大船渡市中赤崎（防集）、

越喜来（漁集））の整備が完了した。 

また、大船渡市において、平成 29年９月に中赤崎地区が完成し、同市内の防災集団移転促進事業

全 23地区、計 366区画の整備が全て完了した。 
 土地区画 

整理事業 

防災集団移転 

促進事業 

津波復興拠点 

整備事業 

漁業集落防災 

機能強化事業 
合計 

地区数 区画数 地区数 区画数 地区数 区画数 地区数 区画数 地区数 区画数 

事業対象(a) 19 4,908 88 2,103 10 - 41 465 158 7,476 

工事着手(b) 19 4,908 88 2,103 10 - 39 465 156 7,476 

全部完了(c) 4 2,656 78 1,808 1 - 31 423 114 4,887 

着手割合(b/a) 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ - 95.1％ 100％ 98.7％ 100％ 

完了割合(c/a) 21.1％ 54.1％ 88.6％ 86.0％ 10.0％ - 75.6％ 91.0％ 72.2％ 65.4％ 

 

 

２ 災害公営住宅等の整備状況（「暮らし」）（主な取組・p23） 

平成 29 年９月 30 日現在の災害公営住宅整備事業における完成戸数は 4,928 戸（県整備 2,328戸、市町

村整備 2,600 戸）であり、建設予定戸数 5,569 戸（県整備 2,596 戸、市町村整備 2,973 戸）に対する進捗率は

88％（県整備 90％、市町村整備 87％）となっている（ただし、内陸部の災害公営住宅 303戸を除く）。 

→ 平成 29年度第２四半期において、新たに計９地区（大槌町浪板、釜石市片岸町、嬉石第１等）の

工事が完成した。 

  なお、内陸部に新たに整備する災害公営住宅は 303 戸を予定しており、現在建設中の盛岡市備後

第１のうち 24戸については、平成 29年度末に完成予定である。 

段階区分 

県整備 
 <53地区 2,596戸>  

市町村整備 
 <150地区 2,973戸> 

合 計 
<203地区  5,569戸>         

地区数 戸数(進捗率) 地区数 戸数(進捗率) 地区数 戸数(進捗率) 

地 権 者 内 諾 済 53 2,596(100％) 150 2,973(100％) 203 5,569(100％) 

用地測量発注済 53 2,596(100％) 150 2,973(100％) 203 5,569(100％) 

用 地 取 得 済 53 2,596(100％) 150 2,973(100％) 203 5,569(100％) 

着  工  済 52 2,573(99％) 137 2,786(94％) 189 5,359(96％) 

工 事 完 成 45 2,328(90％) 122 2,600(87％) 167 4,928(88％) 

 

 

 裏面あります 

資料１‐１ 



 

 

＜復興インデックス＞災害公営住宅等の進捗率（内陸部の災害公営住宅 303戸を除く） 

平成27年
12月末

平成28年
３月末 ６月末 ９月末 10月末 12月末

平成29年
３月末 ６月末 ９月末

予 定 戸 数 5,771 5,771 5,771 5,694 5,694 5,694 5,673 5,673 5,569

完 成 戸 数 2,748 3,168 3,718 4,126 4,237 4,297 4,594 4,738 4,928

進 捗 率 48% 55% 64% 72% 74% 75% 81% 84% 88%

単位：戸  
 

 

３ 応急仮設住宅等の入居状況（「暮らし」）（主な取組・p27） 

平成 29年９月 30日現在の応急仮設住宅等の入居状況は、戸数ベースでは 4,319戸となり、震災後の

最大値と比較して約 75％減少し、人数ベースでは 9,181人となり、震災後の最大値と比較して約 79％

減少している（最大値は平成 23年７月 29日以降の数値を指す）。 

→ 平成 29 年６月末の入居状況と比較して、戸数ベースでは 681 戸減少、人数ベースでは 1,490 人

減少しており、入居人数は１万人を下回った。 

応急仮設住宅 計

民間賃貸住宅 雇用促進住宅 公営住宅等
みなし仮設

計

戸数（戸） 3,483 661 118 57 836 4,319
(H24.1.13/13,228) (H23.10.21/3,474) (H23.8.12/837) (H23.7.29/291) (H23.10.7/4,464) (H23.12.2/17,622)

人数（名） 7,141 1,559 332 149 2,040 9,181
(H23.10.28/31,728) (H23.10.21/8,992) (H23.8.26/2,618) (H23.7.29/799) (H23.8.26/12,106) (H23.10.14/43,738)

応急仮設住宅等

みなし仮設

 

※「応急仮設住宅等」の（ ）書きは、平成23年７月29日以降の最大値 

 

＜復興インデックス＞応急仮設住宅の入居状況 

平成27年
10月末

平成28年
１月末 ４月末 ７月末 10月末 12月末

平成29年
３月末 ６月末 ９月末

入 居 戸 数 8,547 7,813 7,278 6,505 5,772 5,220 4,760 4,094 3,483

平 成 24 年
1 月 比

-35.4% -40.9% -45.0% -50.8% -56.4% -60.5% -64.0% -69.1% -73.7%

単位：戸、基準値：13,228戸  

 

 

 


